
備　 考
　材料代（陶芸用粘土及び染物）は受益者負担である。それ以外の経費は、青少年育成東みよし町
民会議の会計から支出する。

項 5 社会教育費 目 1 社会教育総務費

特定財源の名称・金額
参加者自己負担（材料費 24,600円）　青少年育成東みよし町民会議の会計（消耗品費 28,801円　保険料
15,200円）

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 9 教育費

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 一般財源(e) 13,042

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
25,000

  うち繰越分↓
うち受益者負担 17,100

  うち繰越分↓
24,600

  うち繰越分↓
70,000

  うち繰越分↓
 その他(d) 17,100

  うち繰越分↓
68,601

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

70,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 30,142
  うち繰越分↓

68,601

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　（陶芸教室）
　三加茂陶芸クラブの協力のもと、生きがいと創造の作業所（東みよし町中庄1185番地1）で月に1回（第３
土曜日）に実施。

　(藍染教室)
　みかもハーブ藍香会の協力のもと、みかも染香房（東みよし町加茂3405番地）で月に1回（第1土曜日）に
実施。
　（藍染教室については令和4年度から開講）

　生涯学習課が参加希望者の募集、連絡・案内や開催時の受付等を行い、協力団体には児童への指導
をお願いしている。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　学校ではできない新たな体験ができたことにより、趣味・特技の幅を広げることができた。
　講師側も児童に自らの教養を伝えることで生きがいを得ている。

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

町内小学校に通う児童 対 象 者
左のうち

参加者20名

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　地域の方々との世代間交流を通じて趣味・特技の幅を広げることにより、児童が有意義な休日を過ごせ
るようにする。

事業継続年数 事業開始年度 平成19年度

分野別施策 ５　青少年の健全育成 所 属 長 岸本 利則

主な施策 ３　青少年の体験・交流活動等の促進 電話番号 79-3217

第２次
総合計画体系

政策目標 ２　豊かな心を育むまち 担当部署 生涯学習課

根拠法令等

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 土曜楽校 整理番号 1314-004

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


